
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小5 外国語 料理を注文しよう オクリンクプラス

レストランで料理を注文したり、値段をたずねたりしよう

準備：
・共有コードを使用してカードを取得する。

・みんなのボードに班の数分だけ「カウンター」のボードを用意する。カウンターの名前はそれぞれの班で使うボードがどれか判
別できるように番号を付けたものにする（例 カウンター１）※詳細は「みんなのボード準備資料 カウンターの準備 」参照。

・みんなのボード「キッチン」を用意し、料理カードを送って配置する。※詳細は「みんなのボード準備資料 キッチンの準備」参照。

授業の流れ：

1. 各自、自分の班の番号のみんなのボード「カウンター」を開く。班の中で店員さん役・お客さん役の順番を決め、交代し
ながら活動できるようにする

2. 店員さん役はメニューカードを開いてメニューを英語で紹介し、お客さんの注文を聞く。（What would you like?な
ど）

3. お客さん役はメニューカードを見ながら、料理と、飲み物またはデザートを英語で注文する。（～ please.など）
4. お客さん役は値段を英語でたずねる。（How much is it?など）店員さんは値段を英語で答える。
5. お客さん役と店員さん役はお会計カードを開き、英語で会話をしながらカード上でお金を支払い、お釣りを受け渡す。
6. 店員さん役はみんなのボード「キッチン」にある料理カードの中から注文された料理を選び、みんなのボード「カウンター」

に送ってカウンターの絵の上に置く。料理の受け渡しに関する会話を英語で行い、お客さんは受け取った料理カードを
自分のテーブルに移動させる。

7. 班の中で役（店員さん・お客さん）を交代し、同様の活動を繰り返す。

• デジタル上で、お店でのやり取りを具体的にイメージしながら、楽しく活動に取り組めます。相
手に伝えたい気持ちを高め、コミュニケーション力を育てます。

• 料理の注文や会計のやり取りを即興で繰り返すことで、既習表現をしっかり身に着けること
ができます。

pb01M3RDXB8Y3PMNTF2GQ78SRMGQ

ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

授業
内容

CK版
共有コード
あり

※おすすめ
狭め

共有コード発行アカウント：CT先生6
発行日：2026.9.30
発行者：馬場 祐美子
教科：英語
フォルダ名：小5_外国語_料理を注文しよ
う

料理、お金以外はサポータさん作（森島さん）
料理、お金はいらすとや

二次元コード

班ごとのみんなのボード「カウンター」を、レスト
ランでの注文のやり取りを行う場とします。
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株式会社ベネッセコーポレーション

当コンテンツ内のカード

背景カード

お客さんカード 店員さんカード

メニューカード お会計カード

料理カード

みんなのボード「カウンター」に配置する

みんなのボード「キッチン」に配置する

みんなのボード「カウンター」の背景
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みんなのボードの準備：カウンターの準備 1/2
①背景カードを選択し、
   三点リーダーをから「ダウンロード」を選びます。

②免責事項を確認し、
   チェックの上「同意する」を押します。

③ダウンロード形式が、「画像（jpg）」の状態で
「ダウンロードする」を押します。

④みんなのボードの名称を
変更し、 「カウンター1」とします。

⑤「背景画像」から「画像」を選びます。

⑥ ③でダウンロードした画像を選ぶと
「カウンター1」の背景として設定されます。
「拡大・縮小」で「全体表示」を選ぶと
画面で全体を確認できるズーム倍率になります。

次のページへ続く
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みんなのボードの準備：カウンターの準備 2/2
⑦店員さんカード、お客さんカード、メニューカード、お会計カードを下記のように配置します。

⑧みんなのボード「カウンター1」を班の数コピーし、
ボードの名称をそれぞれの班で使うボードがどれか判
別できるように「カウンター2」等に変更します。
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みんなのボードの準備：キッチン

①みんなのボードに「キッチン」を追加します

②みんなのボードに「キッチン」に、料理カードを配置します
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